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Bizer株式会社
代表取締役 畠山 友一

調査から読み解く

バックオフィスにおけるメンバーのキャリア形成とその施策



会社紹介



Bizer株式会社 代表取締役 兼
パーソルプロセス＆テクノロジー株式会社
プロダクト統括部 Bizer team部 GM

富士通、リクルート、ネクスウェイ、グリーを経て2013年10月
にBizer株式会社を設立。 2019年1月にパーソルプロセス＆テクノ
ロジーに株式譲渡。

「Bizer team」を活用し、数多くのバックオフィス改革や成長し
続けるチームの支援に従事。

全国各地で年間100日ほどワーケーションを実施。通称ワーケー
ションおじさん。

自己紹介
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本日の内容
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• 本日のセミナーへの関心の高さ

• バックオフィスのマネジメントの難しさ



限界バックオフィス
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「バックオフィス社員のキャリア形成支援」
に関する調査レポート



• 調査主体 Bizer株式会社

• 調査実施 HRプロ https://www.hrpro.co.jp/  

• 調査期間 2022/11/22 ～ 2022/11/25

• 調査方法 WEBアンケート

• 調査対象 上場および非上場企業の人事責任者・担当者

• 回答者数 219件

• 回答者属性 企業規模の内訳は右図の通り
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調査概要
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バックオフィス社員のキャリア形成に対する支援

Q: 貴社では「バックオフィス社員のキャリア
形成」のために、どのような支援を行ってい
ますか？ 当てはまるものをすべてお選びくだ
さい。（複数選択可）

・全体では、「社外セミナーや研修参加」「
資格取得奨励」の順に多い。特に 301～1000
名の企業では、比較的多く行われている。

・1001名以上の企業は、「デジタルツールの
活用研修」が他と比較して多い傾向。

・「バックオフィス業務の社内研修」は全体
的に約20％と、同業務に携わる人数が少なく
社内での研修が難しいことが窺える。
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バックオフィス社員が高めるべき能力

Q:貴社のバックオフィス社員は、“業務の専門
スキル以外”にどのような能力を高めていく必
要があると考えますか。 当てはまるものをす
べてお選びください。（複数選択可）

・全体では、「コミュニケーション能力」「
社内他部門との連携力」が高く、バックオフ
ィスにおいて他者との調整が多く求められて
いることがわかる。

・1001名以上の企業は、「デジタルツール活
用能力」が最も高い。

・301～1000名の企業は、「業務プロセス改善
のスキル」が高く、業務プロセスに課題があ
ることが窺える。
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バックオフィス社員のスキルアップのための施策

Q:バックオフィス社員のスキルアップを目的
に、貴社内で取り組んでいる施策を教えてく
ださい。当てはまるものすべてお選びくださ
い。（複数選択可）

・全体の約半数の企業が「業務の可視化・棚
卸」「業務効率化に向けたITツールの導入」
に取り組んでいる。

・「業務の可視化・棚卸」に取り組む背景 と
して、スキル以前に業務が属⼈化してブ ラッ
クボックス化していることが窺える。

・「必要なスキルの定義・展開」「スキル に
基づくOJT/Off-JTの定義・展開」は、1001 名以
上の企業では割合が⾼い。
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調査のまとめ

▼バックオフィス社員のキャリア形成の⽀援
・全体の中で「何も⾏っていない」との回答は約10%、忙しい中何かしらの取り組みを⾏なっている企業が多い。

・施策としては「社外セミナーや研修参加」「資格取得奨励」など業務外で取り組む内容が上位。

▼バックオフィスメンバーが⾼めるべき能⼒
・上位には「コミュニケーション能⼒」「社内他部⾨との連携⼒」があがった。定型業務が多いと思われがちなバックオフィス

だが、 実際には、他部署との調整や交渉が必要なことがわかる。

▼スキルアップのための施策
・約半数の企業が「業務の可視化・棚卸」「業務効率化に向けたITツールの導⼊」に取り組んでいる。業務がブラックボックス

化して いること、⽬の前の業務が忙しくて効率化して余裕を作る必要があることがわかる。
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求められるコミュニケーション能⼒や連携⼒を⾼めるため、

過去の業務を組織の資産として蓄積し、

⽣きた教材として活⽤できる⽅法を採⽤する必要がある。

業務の過去事例やノウハウから学ぶことが重要となる。

そのために、単純な業務の可視化ではなく、
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https://note.com/bizer_team/n/nee75b5e3ceb1
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Bizer teamはチームメンバーの業務を可視化・共有し、プロセスを標準化
チームの連携を良くし、プロセスを改善することで生産性向上をサポート！

業務の標準
化

Bizer Inc. 2023

プロセスの
可視化

プロセス
の標準化

リアルタイ
ムに共有

いつ誰が何をしているのか、
プロセスをチェックリスト化

チーム内でお互いの業務内容・
進捗を共有(業務管理)

必要なファイル等の情報、
ノウハウもプロセスに集約
(マニュアル・作業手順書)



可視化したプロセスは、かんたんに追加や削除、順序の変更が可能
日々業務を行いながら、より効率的なプロセスへ改善することができます
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作成したプロセスは全て蓄積され、再利用や型化ができる機能が充実
繰り返し発生する定型業務の多い部門で とくに活用いただいています
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一度作成したプロセスはコピーして
再利用や、型として保存が可能

繰り返し発生する定型業務が多い
部門にとくにマッチ！

活用の多い部門

- 人事
- 経理
- 財務
- 総務

- 営業事務
- 企画/マーケティング
- 広報
- BPO事業



本日のお話や、Bizer teamが少しでもお役に立てれば幸いです
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本日はバックオフィス メンバーのキャリア形成について、
またメンバーの評価やマネジメントについてお話させてい
ただきました



s upp or t @biz e r. jp

ht t ps : / / b iz e r. jp / t e a m
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